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1. 沿革

年月日 事項 

昭和 39年 12月 松戸市公民館に郷土資料室設置（50㎡） 

昭和 46年 4月 ㈶松戸市開発協会内に移転、松戸市郷土資料館となる。（227．47㎡） 

昭和 49年 11月 松戸市文化ホール内に移転、郷土資料コーナーとなる。（330㎡） 

昭和 56年 3月 松戸市文化ホールが博物館相当施設となる。 

松戸市美術館（郷土資料館及び古文書館を含む）構想調査会条例制定 

昭和 56年 5月 松戸市美術館構想調査会発足［委員７名］ 

昭和 58年 8月 松戸市美術館構想調査会、松戸市美術館（郷土資料館及び古文書館を含む）構想につい

て答申（18 回開催） 

昭和 59年 4月 社会教育部内に美術館準備室設置 

昭和 59年 6月 松戸市美術館（郷土資料館及び古文書館を含む）建設調査会発足【委員 10名】 

昭和 59年 11月 松戸市美術館建設調査会、美術館について答申 

昭和 60年 3月 松戸市美術館建設調査会、郷土資料館・古文書館について答申（７回開催） 

昭和 63年 9月 市議会に文化施設建設対策特別委員会設置【委員 15名】 

昭和 63年 10月 第４次総合５ヶ年計画で郷土博物館（仮称）建設決定 

美術館準備室に博物館担当学芸員を配属 

昭和 63年 11月 松戸市立郷土博物館展示検討委員会発足【委員 10名】 

昭和 63年 12月 建設用地を総合公園「21世紀の森と広場」内と決定 

松戸市立郷土博物館設立懇談会発足【委員８名】 

平成元年 3月 文化施設建設対策特別委員会において建築設計事務所選定方式をプロポーザル方式と

決定 

松戸市立郷土博物館設立懇談会において展示の基本構想を決定 

平成元年 4月 文化施設建設対策特別委員会において展示設計業者選定方式を特命方式と決定 

平成元年 8月 総合公園「21世紀の森と広場」内に建設位置決定 

平成元年 11月 松戸市立郷土博物館建築設計事務所選定委員会発足【委員８名】 

展示基本設計を㈱乃村工藝社に委託 

平成元年 12月 建築設計事務所を㈱佐藤総合計画に決定 

平成 2年 2月 建築基本設計を㈱佐藤総合計画に委託 

平成 2年 3月 建築実施設計を㈱佐藤総合計画に委託 

平成 2年 6月 展示実施設計を㈱乃村工藝社に委託 

平成 2年 9月 博物館本体工事を大成・海老澤共同企業体と契約 

博物館新築工事着手 

平成 3年 9月 展示工事及び展示物製作を㈱乃村工藝社に委託、工事・製作着手 

平成 4年 1月 外構工事着手 

平成 4年 3月 植栽工事着手 

平成 4年 4月 美術館準備室から分かれ、博物館開設室設置 

平成 4年 6月 建築工事、外構工事竣工 

平成 4年 7月 野外展示工事着手、植栽工事竣工 

平成 4年 9月 松戸市立博物館条例制定（館名「松戸市立博物館」に決定） 
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年月日 事項 

平成 4年 12月 野外展示工事竣工 

平成 5年 1月 展示工事竣工 

平成 5年 3月 松戸市立博物館管理運営規則制定 

平成 5年 4月 松戸市立博物館開館（29日） 

初代岩崎卓也館長就任 

平成 5年 10月 松戸市立博物館協議会発足【委員 10名】 

平成 6年 4月 機構改革にともない市立図書館より市史編さん係を移管 

平成 6年 6月 館蔵「幸田貝塚出土品」266点 国重要文化財指定（28日付） 

平成 7年 6月 博物館登録 千葉県教育委員 平成７年６月９日登録番号第 30号 

博物館資料数 4,385点 

歴史資料 1,686点 

考古資料 2,650点 

民俗資料 49点 

平成 8年 10月 博物館等資料選定評価委員会発足【委員５名】 

平成 9年 3月 博物館開館５周年記念特別展示（期間：3月 20日から 5月 11日まで）を実施 

平成 10年 4月 博物館事業として「自然史」を加える。（松戸市立博物館条例改正） 

機構改革にともない市史編さん係を廃し庶務係に吸収する。 

平成 13年 10月 観覧料に「共通観覧料」を設ける。（松戸市立博物館条例改正） 

平成 14年 6月 松戸市立博物館友の会発足（16日） 

平成 15年 10月 松戸市制施行 60周年記念・松戸市立博物館開館 10周年記念特別展示（期間：10月

11日 から 11月 30日まで）「川の道 江戸川」展を実施 

平成 18年 10月 松戸市根木内歴史公園開園記念 企画展「戦国の城をさぐる」実施（期間：10月７日

から 11月 26日まで） 

平成 19年 12月 松戸市立博物館友の会設立５周年活動記録「５年のあゆみ」刊行 

平成 20年 3月 初代岩崎卓也館長退任 

平成 20年 4月 ２代関根孝夫館長就任 

組織改革により、係制を廃止 

ハイビジョンシアターをミュージアムシアターに改称

平成 20年 10月 松戸市立博物館開館 15周年記念特別展示（期間：10月 11日から 12月７日まで）東・

西」展を実施 

平成 21年 5月 市史編さん委員会に、原始・古代及び中世各部会を設置し、松戸市史上巻改訂事業に 本

格的に着手。 

平成 23年 3月 東日本大震災発生（11日） 

平成 23年 4月 観覧料「中学生以下は無料」となる。（松戸市立博物館条例改正） 

平成 24年 3月 ２代関根孝夫館長退任 

平成 24年 4月 ３代望月幹夫館長就任 

平成 25年 10月 松戸市制施行 70周年記念・松戸市立博物館開館 20周年記念特別展示（期間：10月５

日 から 11月 24日まで）「松戸の発掘 60年史−市内の遺跡を再検討−」展を実施 

平成 26年 12月 松戸市立博物館等資料選定評価委員会設置要綱」を条例化し、「松戸市立博物館等資 料

選定評価委員会条例」を制定（平成 27年４月１日施行） 
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年月日 事項 

平成 27年 2月 松戸市史上巻（改訂版）  原始・古代・中世』を刊行 

平成 30年 4月 松戸市立博物館管理運営規則第 5条の観覧料免除等の(1)「大学生及び大学生以下の

者を引率する者」を追加、(3)「身体障害者手帳、療育手帳又は精神障害者保健福祉手帳

の交付を受けている者」の市内要件を撤廃 

平成 30年 9月 松戸市制施行 75周年・松戸市立博物館開館 25周年記念特別展示（期間 9月 22日

から 11月 25日まで）「ガンダーラー仏教文化の姿と形ー」展を開催 

平成 31年 3月 松戸市制施行 75周年・松戸市立博物館開館 25周年企画展示（期間：3月 9日から 3

月 24日まで）「日本の太鼓・世界の太鼓」展を開催。21世紀の森と広場に所在する 21

世紀の森と広場公園管理事務所、森のホール 21、および当館による初の連携企画  

令和元年 10月 消費税率引き上げに伴う観覧料改定 

令和 2年 3月 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、一部の展示を休止（3月 3日～31日） 

令和 2年 4月 新型コロナウイルス感染症の拡大で、緊急事態宣言が千葉県を含む 1都 1府 5県に出

される。（4月 7日～5月 25日）。これに伴い 4月 8日～5月 31日の間、臨時休館

となる。 
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区分 室名 室数 階層 面積（㎡）
総合展示室 1 2 873.4
主題展示室 1 2 215.09
企画展示室 1 1 318.85
展示用倉庫 1 1 33.12
小計 1,440.46
第１収蔵庫 1 1 102.67
第２収蔵庫 1 1 46.2
第３収蔵庫 1 B1 231.38
第４収蔵庫 1 B1 472.41
車庫・荷解梱包室 1 1 109.54
作業室(1) 1 1 33.71
作業室(2) 1 1 42.98
燻蒸庫 1 1 31.32
小計 1,070.21
講堂 1 1 124.88
実習室 1 1 70.97
プレイルーム 1 1 51.6
閲覧コーナー ― 1 78.8
小計 326.25
書庫 1 1 50.19
学芸員室 1 1 193.49
スタジオ・暗室 1 1 40.3
研究作業室 1 1 16.99
小計 300.97
館長室 1 1 33.03
事務室 1 1 83.98
会議室 1 1 38.27
警備員室 1 1 25.03
清掃室 1 1 10.67
機械諸室 ― B1 575.49
管理共有部分 ― 1 424.54
小計 1.191.01
エントランスホール ― 1 333.12
喫茶コーナー ― 1 56.29
ロビー ― 1 151.98
スロープ ― ― 196.91
共有部分 ― ― 379.53
小計 1.117.83
合計 5,446.73

展
示
部
門

収
蔵
・
保
存
部
門

教
育
普
及
部
門
調
査
研
究
部
門

管
理
部
門

サ
│
ビ
ス
部
門

2. 建築の概要

1. 敷地面積：7,795.81 ㎡

2. 建築面積：2,709.92 ㎡

3. 延床面積：5,446.73 ㎡

１階：2,515.17 ㎡／２階：1,542.92 ㎡／地下１階：1,388.64 ㎡

4. 階数 地下１階・地上２階

5. 構造 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造（展示室 PRC 梁構造）

6. 高さ 14.4ｍ

※博物館周辺環境との調和をはかるため高さを 15ｍ以内に、また地下水などの水脈保全のため地下

部分についても 10ｍ以内 に制限して建設を行った。 

 各室の面積
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3.松戸市立博物館協議会

松戸市立博物館条例で、以下のように定められています。 

(博物館協議会) 

第 8条 博物館法(昭和 26年法律第 285号)第 20条第 1項の規定により、博物館に松戸

市立博物館協議会(以下「協議会」という。)を置く。 

2 協議会は、委員 10人以内で組織し、次に掲げる者のうちから、教育委員会が任命する。 

  松戸市立博物館協議会委員 令和 5年 3月 31日時点 

委員区分 委員名 役職等 

1 １号委員 学校教育関係者 西郡
にしごおり

 泰樹
やすき

 松戸市立小金小学校校長 

2 １号委員 学校教育関係者 大西
おおにし

 一樹
かずき

 
松戸市立馬橋北小学校教

諭 

3 ２号委員 社会教育関係者 山口
やまぐち

 恵理子
え り こ

 北部幼稚園副園長 

4 ２号委員 社会教育関係者 岡田
おかだ

 啓峙
けいじ

 
松戸市立博物館友の会相

談役 

5 ２号委員 社会教育関係者 谷
たに

鹿
しか

 栄一
えいいち

 
千葉県立美術館 

主任上席研究員 

6 
３号委員 家庭教育の向上に資す

る活動を行う者 
百田
ひゃくた

 清美
きよみ

 
NPO 法人ねばぁらんど理

事長 

7 ４号委員 学識経験者（建築史学） 濵
はま

島
しま

 正士
まさじ

 
国立歴史民俗博物館名誉

教授 

8 ４号委員 学識経験者（近世史） 佐藤
さとう

 孝之
たかゆき

 東京大学名誉教授 

9 ４号委員 学識経験者（民俗学） 小島
こ じ ま

 孝夫
たかお

 成城大学教授 

10 ４号委員 学識経験者（考古学） 日高
ひだか

 慎
しん

 東京学芸大学教授 

  任期：令和 3年 10月 1日から令和 5年 9月 30日まで 
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4.松戸市立博物館基本構想・基本計画庁内ワーキング設置要綱

（目的） 

第１条  この要綱は、博物館リニューアル基本構想・基本計画に向けたワーキングチーム

(以下「ワーキングチーム」という。)を設置し、策定に向けて調査・検討及び協議を行

うことを目的とする。  

（所掌事項） 

第２条  ワーキングチームは、博物館リニューアル基本構想・基本計画策定に向けた調

査・検討及び協議をする 

２ 事務局長は、必要に応じ第３条別表に定める以外の者の出席を求め意見を聞くこ

とができる。  

３ その他第１条の目的を達成するための必要な事項に関すること。 

（組織） 

第３条  ワーキングチームは、別表に掲げる構成員をもって組織する。構成員は、第１条

の目的が達成される時まで、選任される。変更する場合は、変更選任届を提出する。  

２ ワーキングチームは、第１条の目的が達成されたときをもって解散する。  

（事務局長） 

第４条  ワーキングチームには事務局長を１名置き、事務局長には博物館次長を充て

る。 

（会議） 

第５条  ワーキングの会議は、必要に応じて事務局長が招集する。

（事務局 ) 

第６条  ワーキングチームの事務局は、博物館が行う。

（その他 ) 

第７条  この要綱に定めるもののほか、必要事項は、事務局長が定める。 

附 則 （期間 ） 

この要綱は、令和元年 ８月 １日から令和4年 ３月３１日まで施行する。 

別表 （第 ２条関係） 

ワーキング

チーム

構成員

経済部 文化観光国際課  

子ども部 子どもわかもの課

街づくり部 ２１世紀の森と広場管理事務所 

生涯学習部
社会教育課  

生涯学習推進課  

学校教育部 指導課  

事務局 博物館
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5. 計画策定までの経過

5-(1)博物館協議会での協議経過
年度・回 開催年月日 本計画に関する内容 

1 
平成 29 年度

第 1 回 

平成 29 年 6 月 4 日（日） 「（仮称）こども歴史博物館」の展示構想について 

2 
平成 29 年度

第 2 回 

平成 29 年 10 月 8 日（日） 松戸市立博物館の常設展示の一部改修について（諮問） 

3 
平成 29 年度

第 3 回 

平成 30 年 3 月 3 日（土） 松戸市立博物館「（仮称）こども歴史博物館」の展示構想と基本計

画（案）について 

4 
平成 30 年度

第 1 回 

平成 30 年 6 月 2 日（土） 「（仮称）こども歴史博物館」の展示構想について 

5 
（出席不足で会

議不成立） 

平成 30 年 11 月 24 日

（土） (懇談会として実施） 

「（仮称）こども歴史博物館」の展示構想について 

6 
平成 30 年度

第２回 

平成 31 年 3 月 2 日（土） 「（仮称）こども歴史博物館」の展示構想について（答申） 

7 

令和元年度 

第 1 回 

令和元年度 8 月 18 日（日） 1. 松戸市立博物館リニューアル基本構想・基本計画策定の今

後の進め方について

2. 計画の骨子について

3. 企画展「こどもミュージアムーおとなも楽しい歴史体験ー」視

察見学、意見交換

8 

令和元年度 

第 2 回 

令和元年 11 月 16 日（土） 1. 松戸市立博物館リニューアル基本構想・基本計画について

2. （仮称）こども歴史博物館構想について

 こどもモニター意見発表

 企画展「こどもミュージアム」の検証報告

9 
令和元年度 

第 3 回 

令和 2 年 3 月 7 日（土） リニューアル基本構想・基本計画について

10 

令和 2 年度 

第 1 回 

令和 2 年 10 月 25 日（日） 松戸市立博物館リニューアル基本構想・基本計画について 

 常設展示リニューアルの方針と今年度目標

 常設展示内覧

 リニューアル基本構想・基本計画策定スケジュール

11 
令和 2 年度 

第 2 回 

令和 3 年 3 月 20 日（土） 松戸市立博物館リニューアル基本構想・基本計画骨子（案）につい

て 

12 
令和 3 年度 
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令和 3 年 7 月 25 日（日） 松戸市立博物館リニューアル基本構想・基本計画（案）について 
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５-(2)計画素案（平成28年2月作成） 現状分析
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松教生博第 180 号 

平成 29 年 10 月 8 日 

松戸市立博物館協議会 

会長 濱島 正士 様 

松戸市立博物館長 望月幹夫 

松戸市立博物館の常設展示の一部改修について（諮問） 

 博物館法第 20 条第 2項及び松戸市立博物館条例第 8条の規定により、下記の

事項について諮問します。 

記 

（１）（仮称）「こども歴史博物館」の展示構想について 

（２）その他関連する事項について

なお、この諮問にかかる答申は、平成 31 年 3 月 31 日までに提出をお願いし

ます。 

５-(3)松戸市立博物館の常設展示の一部改修について（諮問）（平成29年10月）
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５-(4)松戸市立博物館の常設展示の一部改修について（答申）（平成31年3月）
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はじめに（諮問に至る経緯） 

松戸市立博物館は平成 5 年 4 月 29 日の開館後 25 年が経過して、常設展示室（総

合展示室、主題展示室）の展示機器や展示物等のハード面の老朽化が目立つように

なり、また社会情勢の変化に伴うソフト面での新たな課題も明らかとなってきてお

り、市民の期待に十分に応えるための博物館機能の充実が求められています。 

このため、松戸市立博物館では内部研究会を立ち上げてリニューアルに向けた調

査研究に努めてきましたが、平成 29 年 10 月 8 日の博物館協議会において、松戸市

立博物館長から博物館協議会会長あてに諮問を受けました。 

第 1 章 松戸市立博物館のめざす姿 

1 松戸市立博物館の現状と課題 

 松戸市立博物館の現状認識と課題は以下のとおりと考えます。 

（1）平成 5 年の開館からの数年間は、21 世紀の森と広場、文化会館（森のホール

21）との同時期開館により多くの市民に認知され、来館される施設となってい

ましたが、それ以降に転入した市民には十分に認知されていない状況で、常設

展示の来館者数が減少傾向にあります。 

（2）松戸市立博物館の展示解説は、中学校卒業程度の理解度を想定した文章で作

成されていますが、小学生以下のこどもや外国人来館者に対応できていませ

ん。

（3）多くの体験教室や講座を開催していますが、参加者が固定化していて、ファ

ミリー層が休日を過ごす場所としての認知度も低い状況です。

(4)松戸市立博物館は、多くの縄文遺跡から出土した考古学資料や、本土寺過

去帳などの中世史料、水戸道中や牧などに関する近世史料等を有する学術的

な専門機関ですが、そうした認知がなされていないため、多くの市民に活用

される施設となっていません。

(5)施設老朽化に対応した改修計画が必要となっています。また、最寄り駅

（八柱駅、新八柱駅）からやや遠いためアクセスが悪く、専用の駐車場がな

いことも相まって、訪れにくい施設とイメージされています。
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2 松戸市立博物館に求められる役割とめざす博物館像 

市民の期待に応えるために、これからの松戸市立博物館には、次のような役割が

求められています。 

（1）松戸ブランドの価値創出…市民が松戸の歴史や文化を誇らしく思えるための博

物館として、本市の貴重な資源と財産であり続けること 

①松戸の歴史資源の学術的研究機関としての機能

②集客力のある企画展の開催

③こどもが楽しく歴史・文化を学ぶ参加・体験型博物館

④こどもにもわかりやすい常設展示

（2）みんなが利用できる情報基盤の構築…松戸の歴史や文化の学術的価値を多くの

市民に知ってもらい、活用してもらうこと 

①こどももおとなも学習に活用でき、まちづくりに活用できるデジタルアーカ

イブ

②情報発信を強化するとともに、利用しやすいアクセス手段の確保

③外国人の来館者に対応するため、多言語に対応した展示解説

（3）協働のまちづくりの担い手としての人材育成拠点…歴史と文化を次世代に伝え

る人材を育成して、松戸に誇りと愛着をもつこどもたちを育てること 

①市民に向けて、まちづくりを学術的にサポートする体制づくり

②さまざまな団体が集える交流の場としての機能と人材育成の拠点

3 めざす博物館像に向けた具体的な方策 

現在松戸市立博物館が抱えている課題を解決し、「めざす博物館像」の実現に向

けて、以下のような具体的な方策が必要です。 

（1）安全のための総合展示室の大規模改修と、アクセスの改善を検討する

①施設老朽化に対応するため、調査の結果耐震性において不適格であった吊り

天井の改修工事や、修理不能となった照明器具の改修工事を実施する必要が

あります。

②高齢者、身障者、こどもの団体利用のニーズに対応するために、来館者のア

クセスの改善を検討する必要があります。

③総合公園内や総合公園駐車場からのアクセス表示をわかりやすく改善する必
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要があります。 

（2）松戸市の歴史資源に関する学術的研究機関として、情報を整理し情報発信を強

化する 

①膨大な歴史資料等をデータ化して整理し、市民が活用できるようにデジタル

アーカイブを構築することが必要です。

②より魅力のある企画展を開催し、企画展の内容を学術的な成果として残すこ

とが必要です。

③松戸市立博物館が、市民にとっての歴史や文化の情報源として活用されるよ

うに、情報発信の強化を図ることが必要です。

（3）こどもや外国人にもわかりやすい展示内容と展示解説に改善する

①こども向けのプログラムを数多く開発するとともに、わかりやすい資料展示

や展示解説の表示など、こどもたちが楽しく歴史学習をできる展示として改

善することが必要です。

②外国人来館者のニーズに対応するため、多言語対応の展示解説や、音声デー

タ等を利用した展示解説機能の充実が必要です。

第 2 章 「（仮称）こども歴史博物館」の展示構想に向けて 

1 目 的 

これからのまちづくりのためには、松戸市で育つ「まつどっ子」たちが地元に愛

着を感じることが肝要です。そのためにはこどもたちが正確な知識をもとに、地域

の歴史を深く理解する必要があり、松戸市立博物館が「歴史博物館」として果たす

べき役割のひとつはそこにあると考えます。 

これからの松戸市立博物館は今までよりも若い世代の市民をターゲットとして、

親と子、祖父母と孫のように、展示をきっかけにしてこどもと家族や地域・団体の

おとなたちとが松戸市の歴史について語り合い、相互に学習できるような環境（施

設）をめざし、世代から世代への連環と、世代を超えたつながりや学習の機会を持

ち得るような環境（施設）づくりをすることが求められています。 

そのためには、常設展示の一部改修を念頭に置いて、まず松戸の次世代を担うこ

どもとその家族や、地域・団体を主要なターゲットにした「（仮称）こども歴史博
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物館」を設置することを主眼とする「（仮称）こども歴史博物館構想」について答

申します。 

2 めざす姿（基本的考え方） 

松戸市立博物館は、展示や活動に関して独自の特徴を持ちつつ運営されています。

これを踏まえて、「（仮称）こども歴史博物館」では、松戸市立博物館ならではの

松戸の歴史を発見できるような展示としての特徴を持たせることが必要です。 

多くの市民に親しまれ、楽しく訪れやすい施設となるためには、あらゆる年齢層

の市民が博物館に来てどのようなことを学んでいくかということを考えると同時

に、歴史には興味関心の薄い市民にも、訪れてもらうための仕組み作りが必要です。 

松戸市立博物館には、開館以来各分野（考古学・歴史学・民俗学）にわたる館長

を含めて８名の学芸員が配置されており、幅広い視点での展覧会、企画事業、講演

会等を開催し、松戸の歴史や文化に関する社会教育に貢献してきました。これから

の「（仮称）こども歴史博物館」の運営にあたっては、直接その事業に従事する専

門家として、より多くの学芸員の人数を確保することが必要です。 

3 学習指導要領改訂に合わせた「主体的・対話的で深い学び」の実現 

小学校では 2020 年度から、中学校では 2021 年度から 2030 年度までを見据えて学

習指導要領が改訂されます。この改訂学習指導要領の目的である「主体的・対話的

で深い学び」を取組むための施設として、博物館の果たす役割の重要性がますます

高まると考えます。 

また、改訂学習指導要領では、遺跡や文化財についての調査活動を取り入れて専

門機関との連携を図ることが求められております。松戸市立博物館では、これまで

も「博学連携プロジェクト」に取組んできていますが、今後は市の文化財保護行政

担当課・担当機関とともに小中学校との連携がより一層必要となります。 

小学校の教員は松戸出身者とは限らず、松戸の歴史についての知識が浅いことも

あるため、「（仮称）こども歴史博物館」では、こどもたちにどのように学んでほ

しいか、何を身につけてほしいかのコンセプトを明確に発信することが必要です。

あわせて、小学校 3 年生用の副教材『のびゆく松戸市』と連携した企画に取り組む

ことも必要です。 
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4 「体験型学習」による質の高い理解 

こどもが主体的に楽しく学習に向かい、質の高い歴史理解をするためには、その

きっかけとなる「体験型学習」による取り組みが必要です。博物館に収蔵されてい

る多くの実物資料に触れるなどの実体験は、より深い理解につながります。 

「（仮称）こども歴史博物館」に「やってみようコーナー」「しらべるコーナー」

「探検隊コーナー」「みんなのコーナー」を設置することにより、子どもたちの主

体的な学習活動がわかりやすく展開し、その活動が総合展示、野外展示（復元竪穴

住居）、企画展示と連携して、より深い学びにつながるような仕組みとすることが

必要です。また、子どもたちが昔の暮らし方や知恵、人々のつながりを想像するこ

とにより、松戸に住んでいることを誇りに思えるような仕組みとすることが必要で

す。 

こどもの「やりたい」「触りたい」「聞きたい」「知りたい」という思いにこた

えるためには、こども自身の取り組みに共感でき、こどもたちに松戸の歴史を伝え

られる「おとな」が配置されていることが必要です。また、こどもは自分が認めら

れたという経験により大きく成長しますので、「（仮称）こども歴史博物館」では、

「こども探検隊バッチ」や「体験スタンプ修了証」「こども歴史博士認定証」など

の、こどもがわくわくするような仕掛けを作ることも必要です。 

5 家庭教育・子育て支援のための施設としての役割 

松戸市立博物館には小学校、幼稚園、保育所等の団体利用に向けてのプログラム

はありますが、家族の多世代利用、すなわち休日に家族が博物館を利用して一緒に

学ぶ体験ができるようなプログラムは充実していません。「（仮称）こども歴史博

物館」には、親子が共通の体験をすることにより、学びと遊びの体験を共有できる

ようなプログラムが必要です。 

家庭教育や子育てについて不安に感じている保護者には、親子が一緒の時間を共

有したり経験を共有したりすることが必要であり、松戸市立博物館はそれが実現で

きる施設であることを強く伝えていく必要があります。 

6 地域の教育力向上のためのツールとしての役割 

松戸市立博物館では、「松戸市立博物館友の会」との協働によりさまざまな事業
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に取り組み、相互の発展と市民の松戸の歴史や文化の理解の推進にあたってきまし

た。今後はその連携をさらに進めるとともに、自らこどもたちに歴史を伝える活動

をする市民を増やすための人材育成の仕組みを作ることが必要です。 

松戸市には、子ども会、放課後児童クラブ、青少年会館、児童福祉館、こども館、

青少年相談員をはじめとするこども・子育て支援団体や施設が多く存在しています。

それぞれの団体や施設と連携して、多くのこどもたちに「（仮称）こども歴史博物

館」を活用してもらうことが必要です。 

7 「（仮称）こども歴史博物館」の設置実現に向けた基本方針及び基本計画の策

定 

松戸市立博物館協議会は、これまで常設展示改修についての協議を重ねてきまし

た。今後は本答申の内容を次期「松戸市総合計画」や「松戸市教育委員会教育施策

基本方針」に反映させるとともに、松戸市立博物館「（仮称）こども歴史博物館基

本方針」及び「（仮称）こども歴史博物館基本計画」の策定を進めてください。 
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常設展示利用者調査概要報告

はじめに
　常設展示リニューアル基本計画を策定す
る上で、現在の常設展示を評価し、強み／
課題を把握することは必要不可欠である。
評価のための客観的データを得るため、利
用者調査を実施した。これはリニューアル
をめぐるこれまでの議論の妥当性を検証す
ると同時に、新しいアイデアの源泉となる
ことを期待しての調査である。

1. 資料と方法
常設展示利用者を対象とした面接調査の

結果を資料とする。

調査期間：2021 年 4 月 3 日〜 5 月 16 日
※ 4/29 以降は館蔵資料展あり

調査対象：全ての常設展示利用者に回答を
依頼。グループの場合は代表 1
名が回答。

調査内容：本報告末に添付
調  査 員：学芸員・会計年度任用職員
　 調 査 期 間 中 の 観 覧 者 2171 人 の う ち
207 人から回答を得た。

分析の視点
①利用者像の把握
②展示に対する認識
③既知の強み／課題の検証
④未知の強み／課題の抽出

①は利用者属性（年齢、職業、居住地な
ど）に関する設問（設問 1 〜 12）の単純
集計結果により検討する。

②は常設展示に関する選択式回答の設問
13 〜 23 の単純集計結果により検討する。

③は例えば従来から問題視されてきた事
象が、実際にどのくらいの利用者に問題視
されているのかを定量的に検討する。

④は調査結果のうち従来の知見では説明
が難しい項目について、他の項目との相関
関係からその背景を探る。

自由記述式回答の分析
　設問 24 〜 26 は自由記述式の設問であ
る。定量的な評価のため、全回答を形態素
解析し、出現頻度の大きい名詞・形容詞を
含む回答について、共起の状況（同一の文
に出現すること）、係り受けなどを分析。
名詞：どのトピックに関心があるか
形容詞：どのように感じられているか

※形態素解析とは
自然言語によるテキストを意味のある最

小単位に分解して、品詞・活用などを判別
すること。

常設展示アンケートとの違い
　通常の常設展示アンケートは、質問紙
を設置して希望者が回答する留置法。
ローコストだが、データが無作為ではない
ため、調査結果が一般的傾向と乖離する
可能性があり、もとよりリニューアル
を前提とした設問でもない。
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2. 分析結果①：利用者像

回答者の年齢分布
・設問 1 の回答を集計（図 1）。
・20 代〜 40 代が主体で、7 割を占める。

グループの構成
　グループの関係性（設問 6）、同行者の
人数・諸属性（設問 10 〜 12）からグルー
プの構成を復元した（表 1）。１人、2 〜
4 人の親子連れ、友人同士 2 人などの構成
が主体。構成人数は 2 人が最多で、2 人グ
ループでは夫婦、親子、友人が同程度。

親子連れのグループが一定数存在するこ
と、親子連れの場合は親が回答者になる場
合が多かったことから、10 代以下が利用
者に占める割合は、図 1 に示したデータ
よりも大きいと考えられる。

図 1　回答者の年齢分布　

0-9歳 10-19歳 20-29歳 40-49歳30-39歳

50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳以上

1, 1%

9, 4%

2, 1%

n=207

9, 4% 18, 9%

38, 18%

56, 27%

51, 25%

23, 11%

グループの構成
人数別グループ数 ( 組 )

1 人 2 人 3 4 5 6 人以上
同行者なし 44
家族 夫婦 19

親と子 20 7
両親と子 5 9
3 世代 2 1 1
祖父母と子 1 3
兄弟姉妹 3 1
その他 1 11 5 5 3

家族と友人 2 2
友人 22 3 4 3 2
友人と職場の仲間 1
職場の仲間 1
その他 13
合計 44 78 29 23 11 9
人数 44 156 87 92 55 54

表 1　利用者グループの構成
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回答者の職業・校種構成
・設問 2 の回答を集計（図 2）。
・会社員が過半数
・同行者に多い 10 代以下の小学生はより

高率を占めると考えられる。

回答者の居住地
・設問 3 の回答を集計（図 3）
・松戸市内、松戸市以外の千葉県がそれぞ

れ 4 割程度。
・松戸市以外の千葉県の内訳は、市川市

16、船橋市 15、流山市 9、柏市 9、千葉
市 9 など（他市町村は 2 以下）。

・調査期間のうち 4 月 25 日以降は隣接す
る東京都に緊急事態宣言が発出され、県
境を越える移動に対して自粛が要請され
た。外的要因により県外からの来館者が
減少し、千葉県内からの来館者が優占す
る結果となった可能性がある。

来館時に利用した交通手段
・設問 7 の回答を集計（表 2）。
・複数回答可。利用率の合計は必ずしも

100% にならない。
・自動車がおよそ半数を占める。21 世紀

の森と広場の駐車場を利用か。
・次いで電車および徒歩の組み合わせが多

い。

小学生 中学生 高校生 大学院生大学生

専門学校生 会社員 教員 公務員・団体職員

5, 2%

15, 7%

3, 1%

n=207

21, 10%

14, 7%

13, 6%

109, 53%6, 3%

11, 5%

5, 2%
2, 1%

1, 1%
1, 1%

1, 1%

研究職 自営業 無職 その他 無回答

図 2　回答者の職業・校種構成　

松戸市内 松戸市以外の千葉県 埼玉県

無回答

東京都

5, 2%
3, 1%

n=207

25, 12%

84, 41%

76, 37%

14, 7%

その他

図 3　回答者の居住地　

交通手段（複数回答可） 回答数 利用率 (%)

自動車 99 47.8 

電車 62 30.0 

バス 26 12.6 

自転車 13 6.3 

バイク 3 1.4 

徒歩 41 19.8 

その他 0 0.0 

表 2　来館時に利用した交通手段
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回答者の来館回数
・設問 8 の回答を集計（図 4）。
・初めての来館が 3 分の 2 を占める。

回答者の来館目的
・設問 5 の回答を集計（表 3）。
・複数回答可。回答率の合計は必ずしも

100% にならない。
・常設展示を来館目的にあげた利用者は 7

割。主要な来館目的の１つ。
・偶発的な来館者が一定の割合を占める。

従来の認識との比較
従来の認識（リニューアル基本構想・

基本計画案より）には、①市内外の小学
校とデイサービスの利用が定着、②市内：
市外＝６：４、③子育て世代を一層確実
に呼び込む施策が必要、④中高生・大学
生の利用促進が課題などがあった。

　それに対し調査結果は、①感染症の影
響で団体見学の無い時期の調査のため団
体利用を含めた実態は別途検討すべき、
②市内：市外＝４：６、③ 30 〜 40 代（子
育て世代）は主たる利用者、④親子連れ
は少なくとも 33.3％、⑤中高生・大学生・

院生・専門学生は合わせて 14％といっ
た結果となった。

30 ～ 40 代≠子育て世代
・年齢と「親子連れである／ない」とのク

ロス集計（図 5）。
・親子連れには「成人した子と高齢の親」

のグループも含まれる。
・30 〜 40 代（子育て世代）であっても親

子連れグループの割合はおよそ半数。※
ただし最小。増える可能性あり。

・30 〜 40 代のうち一定数は親子連れでは
ない。

目的（複数回答可） 回答数 回答率 (%)
資料展前の

回答数
資料展前の
回答率 (%)

資料展中の
回答数

資料展中の
回答率 (%)

常設展示を見るため 147 71.0 41 64.1 107 74.8 

企画展・資料展を見るため 76 36.7 13 20.3 63 44.1 

体験教室・講座・講演会に参加するため 2 1.0 1 1.6 1 0.7 

復元竪穴住居を見るため 33 15.9 10 15.6 23 16.1 

プレイルーム、図書閲覧コーナーを利用するため 8 3.9 3 4.7 5 3.5 

たまたま通りかかった 44 21.3 14 21.9 30 21.0 

喫茶コーナーを利用するため 1 0.5 0 0.0 1 0.7 

その他 10 4.8 6 9.4 4 2.8 

表 3　回答者の来館目的　回答率は回答者数に対する回答数の割合　回答者（n=207）の内訳は資料展前 64、資料展中 143

はじめて 2回目 3～5回目 6回以上

n=207

21, 10%

136, 66%20, 10%

30, 14%

図 4　回答者の来館回数　
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見えてきた利用者像
・20 〜 40 代を主体とする。
・30 〜 40 代では親子連れが多いが、親子
連れ以外の利用者も相当数含まれる。
・松戸市内および近隣市町村からの来館者
が優占。

3. 分析結果②：展示に関する認識

各展示の利用度および興味・関心
・設問 13・14 の回答を集計（表 4・5）。
・表4の利用率は全回答者（n=207）に対する、

当該展示を「みた」とした回答者の割合である。
・表 5 の回答率は、設問 13 で当該展示を「み

た」とした回答者に対する、当該展示に
「興味・関心をもった」とした回答者の
割合である。

・総合展示室内の利用率はいずれの展示も
75% を越え、極端な差は認められない。

・主題展示室の各展示は相対的に利用率が低い。
・興味・関心をもった回答者の割合は、近

現代（団地）が突出して大きく、他の展
示は 20 〜 40% の範囲におさまる。

・考古学と科学の眼は調査期間中公開して
いないので誤回答か。

各展示の満足度
・設問 15 の回答を集計（図 6）。
・設問13で「みた」とした展示についてのみ回

答するよう指示したが、「みた」とした回答
者数を上回る回答が得られた。指示が十
分に伝わっていなかった可能性がある。

・近現代（団地）では「満足」とした回答
者の割合が顕著に大きい。

・他の展示で「満足」とした回答者の割合は39 〜
55%の範囲におさまり、顕著な差は認められない。

・「やや不満」「不満」とした回答者の割合は主題
展示でやや大きいが、大きくとも20%を越えない。

図 5　年齢と「親子連れである／ない」とのクロス集計表

展示 回答数 利用率 (%)

旧石器 179 86.5 
縄文 181 87.4 
弥生 160 77.3 
古墳 158 76.3 
古代 160 77.3 
中世 167 80.7 
近世 171 82.6 
近現代 184 88.9 
考古学と科学の眼 86 41.5 
虚無僧 150 72.5 
二十世紀梨 141 68.1 
三匹獅子舞 104 50.2 

表 4　各展示の利用度

展示 回答数 回答率 (%)

旧石器 42 23.5 
縄文 66 36.5 
弥生 36 22.5 
古墳 39 24.7 
古代 33 20.6 
中世 64 38.3 
近世 56 32.7 
近現代 142 77.2 
考古学と科学の眼 9 10.5 
虚無僧 36 24.0 
二十世紀梨 31 22.0 
三匹獅子舞 25 24.0 

表 5　各展示に対する興味・関心
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常設展示の利用時間
・設問 16 の回答を集計（図 7）。
・特定の傾向は認められない。

常設展示の資料数
・設問 17 の回答を集計（図 8）
・「少なすぎる」と「やや少ない」が過半。
・「やや多い」とした回答者は 30%。

7878

9191

6969

7373

8282

9191

100100

144144

4545
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7171

5252
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9393

9696
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6868

3535

4040
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6262

5050
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2020
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33

44
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11

11

44

33

33

11

1010

44

66

99

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

満足 やや満足 やや不満 不満 判断不能

合計

186186

194194

176176

174174

173173

178178

179179

186186

154154

154154

132132

108108

旧石器旧石器

縄文縄文

弥生弥生

古墳古墳

古代古代

中世中世

近世近世

近現代近現代

虚無僧虚無僧

二十世紀梨二十世紀梨

三匹獅子舞三匹獅子舞

考古学と科学の眼考古学と科学の眼

図 6　各展示の満足度　

15 分以下15分以下 15~30 分15~30 分 30~45 分30~45 分 45~60 分45~60 分

n=207n=207

60 分以上60分以上

12, 6%12, 6%

63, 30%63, 30%

61, 30%61, 30%

23, 11%23, 11%

48, 23%48, 23%

少なすぎる少なすぎる やや少ないやや少ない やや多いやや多い 多すぎる多すぎる

n=207n=207

判断不能判断不能

3, 2%3, 2%

105, 51%105, 51%

63, 30%63, 30%

0, 0%0, 0%
36, 17%36, 17%

図 7　常設展示の利用時間　 図 8　資料数についての認識　
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解説のわかりやすさ
・設問 18 の回答を集計（図 9）。
・およそ半数が「わかりやすい」と回答。「や

やわかりやすい」と合わせると 4 分の 3
以上になる。

解説の難易度
・設問 19 の回答を集計（図 10）。
・「ちょうどよい」とした回答者が 60%。
・「やや難しい」とした回答者が 2 割強。

文字の大きさ
・設問 20 の回答を集計（図 11）。
・「ちょうどよい」とした回答者が 4 分の 3。

展示の順路
・設問 21 の回答を集計（図 12）。

・展示をスキップする利用者が一定数いる。
ジグザグに進む順路がわかりにくく、一
部の展示をとばしてしまう利用者がいる
との事前情報あり。

・「少しまよった」または「とても迷った
とした回答者は 3 割弱。

わかりやすいわかりやすい ややわかりやすいややわかりやすい ややわかりにくいややわかりにくい

わかりにくいわかりにくい

n=207n=207

判断不能判断不能

2, 1%2, 1%

104, 50%104, 50%

58, 28%58, 28%

6, 3%6, 3%

29, 14%29, 14%

8, 4%8, 4%

無回答無回答

簡単簡単 やや簡単やや簡単 ちょうどよいちょうどよい やや難しいやや難しい

n=207n=207

難しい難しい

11, 5%11, 5%

124, 60%124, 60%

2, 1%2, 1%
5, 3%5, 3%

44, 21%44, 21%

8, 4%8, 4%

判断不能判断不能

13, 6%13, 6%

無回答無回答

図 9　解説のわかりやすさについての認識　 図 10　解説の難易度についての認識　

小さすぎる  小さすぎる  やや小さいやや小さい ちょうどよいちょうどよい 大きい大きい

n=207n=207

判断不能判断不能

6, 3%6, 3%
2, 1%2, 1%

157, 75%157, 75%

3, 2%3, 2%

無回答無回答

39, 19%39, 19%

0, 0%0, 0%

わかりやすかった わかりやすかった 少し迷った少し迷った とても迷ったとても迷った 無回答無回答

n=207n=207

7, 3%7, 3%

141, 68%141, 68%

2, 1%2, 1%

57, 28%57, 28%

図 11　文字の大きさについての認識　 図 12　順路のわかりやすさについての認識　
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展示室の明るさ
・設問 22 の回答を集計（図 13）。
・「やや暗い」の選択肢は意図的に省略した。
・「暗い」とした回答者は 3 分の 1。

総合的な満足度
・設問 23 の回答を集計（図 14）。
・「大変満足」または「満足」とした回答

者が 9 割強。

4. 分析結果③：既知の強み／課題
の検証

既知の強み : 常盤平団地復元展示の人気
・従来から人気のある展示と認識。
→人気を追認するデータが得られた（表 5・

図 6）。
・逆に団地（近現代）展示を利用しなかっ

たのはどのような回答者か。
・近現代展示利用の有無を各設問とクロス

集計した結果、年齢と相関することが明
らかになった。

・年齢とクロス集計すると、60 代以上の
年齢層では相対的に利用率が低くなる

（表 6）。ただし、データは少ない。
・年齢を 60 歳未満／以上に区分して再集

計すると差は顕著（表 7）。統計的に有意
な相関関係あり 1)。

暗い暗い やや明るいやや明るい 明るい明るい 明るすぎる明るすぎる

n=207n=207

無回答無回答

1, 1%1, 1%

71, 34%71, 34%

14, 7%14, 7%

121, 58%121, 58%

0, 0%0, 0%

大変満足大変満足 満足満足 やや不満やや不満 不満不満

n=207n=207

判断不能判断不能

3, 1%3, 1%

47, 23%47, 23%

10, 5%10, 5%

145, 70%145, 70%

2, 1%2, 1%

図 13　展示室の明るさについての認識　 図 14　総合的な満足度　

近現代展示の利用（人 )

年齢 見ていない 見た 総計 利用率 (%)

0-9 0 1 1 100.0 

10-19 1 17 18 94.4 

20-29 2 36 38 94.7 

30-39 3 53 56 94.6 

40-49 9 42 51 82.4 

50-59 0 23 23 100.0 

60-69 3 6 9 66.7 

70-79 4 5 9 55.6 

80- 1 1 2 50.0 

総計 23 184 207 88.9 

表 6　年齢と近現代展示利用の有無のクロス集計表 (1)

近現代展示の利用（人 )

年齢 見ていない 見た 総計 利用率 (%)

0-59 15 172 187 92.0 

60- 8 12 20 60.4 

総計 23 184 207 88.9 

表 7　年齢と近現代展示利用の有無のクロス集計表 (2)
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既知の強み：隣接する公園からの親子連れ
・リニューアルをめぐる議論の中で当館の

強みとされた項目の精査（表 8）。
・公園から流入した利用者は利用目的とし

て「たまたま通りかかった」を選択する。
・「親子連れである／ない」とクロス集計。
・親子連れでは「たまたま」が有意に多い。
・公園から親子連れの流入は一定程度ある。
・親子連れグループでは自家用車の利用が

有意に多い（表 9)。
・自家用車で公園を利用し、偶発的に来館

という行動パターンが推定される。

既知の課題：展示室の暗さ
・常設展示室は暗く、リニューアル時には

より明るくすることが議論されてきた。
→暗さを問題視する回答者は想定よりも少

なかった（図 13）。
・暗さを感じるのはどのような利用者か？
・仮説：高齢者は暗く感じる。
→小さな文字を読みづらい利用者にとって

は暗く感じる。

→明るさについての認識は、年齢および文字の大
きさについての認識と相関するのではないか。

・いずれとも有意な相関関係は認められな
かった（図 15・16）。

→仮説は棄却される。

・明るさに対する認識を目的変数、他の全
ての選択式回答を説明変数とする決定木
分析 2）を行い、図 17 の分類木を生成。

・解説のわかりやすさとの相関関係が示唆
される。

・解説が「わかりにくい」「ややわかりにく
い」とした群では「暗い」が相対的に多い。

・解説のわかりやすさと明るさについての
認識との間には統計的に有意な相関関係
が認められる 3）（表 10・図 18）。

表 9　親子連れグループの交通手段　

表 8　隣接する公園から流入する親子連れ　
暗い やや明るい 明るい 無回答

1

6

9

20

17

10

4

4

10

27

34

31

10

3

5

1

2

2

2

3

3

1

1

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0~9

10~19

20~29

30~39

40~49

50~59

60~69

70~79

80~

暗い やや明るい 明るい 無回答

2

48

1

2

97

2

1

2

12

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小さ
すぎる

小さい

ちょうど
よい

判断不能

無回答

19 20

図 15　年齢と明るさについての認識との関係　

図 16　文字の大きさと明るさについての認識との関係　
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明るさは総合的な満足度に影響
・明るさと総合的な満足度をクロス集計（図19）。
・満足度が「やや不満」または「不満」の

回答者は「暗い」とする傾向。ただしデー
タは少ない。

解説が「ややわかりにくい」または
「わかりにくい」と回答

旧石器展示に
興味・関心が
ある

古墳時代展示の満足
度が「やや不満」、
「不満」、「判断不
能」のいずれかであ
る

職業が大学生、専門学校生、教員、
教員以外の公務員、無職、その他の
いずれかである。

資料数について「少なすぎる」
または「判断不能」と回答

来館回数が「はじめて」または
「2回目」または「6回以上」

古墳時代展示
に興味・関心
がない

同行者の人数が2人または
3人である

二十世紀梨展示の
満足度が 「満足」
または「やや不満」

ややあかるい
.00  .34  .58  .07

100%

暗い
.00  .60  .29  .11

17%

暗い
.00  1.00  .00  .00

4%

暗い
.00  .48  .37  .15

13%

暗い
.00  .70  .00  .30

5%

やや明るい
.00  .35  .59  .06

8%

やや明るい
.01  .29  .65  .06

83%

やや明るい
.02  .41  .48  .09

31%

暗い
.00  .50  .39  .11

21%

暗い
.00  .58  .31  .11

17%

暗い
.00  .68  .18  .14

14%

やや明るい
.00  .25  .75  .00

4%

やや明るい
.00  .12  .75  .12

4%

やや明るい
.05  .20  .70  .05

10%

やや明るい
.00  .22  .74  .04

52%

やや明るい
.00  .42  .54  .04

13%

暗い
.00  .67  .33  .00

7%

やや明るい
.00  .09  .82  .09

5%

やや明るい
.00  .16  .80  .04

40%

yes no

ノード内で優勢な選択肢
ノード内の各選択肢の割合
全体に対するノードの割合

凡例

ノードの色は優勢な選択肢
を示す。濃い色ほど優勢

無回答（未使用）
暗い
やや明るい
明るい（未使用）

図 17　明るさについての認識を目的変数とする分類木　

明るさに対する認識（人 )

年齢 暗い やや明るい 明るい 無回答 総計

0-9 1 0 0 0 1

10-19 6 10 2 0 18

20-29 9 27 2 0 38

30-39 20 34 2 0 56

40-49 17 31 3 0 51

50-59 10 10 3 0 23

60-69 4 3 1 1 9

70-79 4 5 0 0 9

80- 0 1 1 0 2

総計 71 121 14 1 207

表 10　明るさについての認識と解説のわかりやすさと
のクロス集計表

30

19

17

4

1

66

36

9

1

7

2

7

3

3

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

無回答

判断不能

わかり
にくい

ややわかり
にくい

ややわかり
やすい

わかり
やすい

1

暗い やや明るい 明るい 無回答

回答者数(人)
n=207

図 18　明るさについての認識と解説のわかりやすさと
のクロス集計表

図 19　明るさと総合的な満足度のクロス集計表
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5. 分析結果④：未知の強み／課題
の抽出

リピーター
・回答者のおよそ 3 分の 1 が来館回数 2 回

以上のリピーター（図 4）。
・どのような利用者がリピーターになるの

かを明らかにすることで、強み／課題の

可視化を試みる。
・来館回数を目的変数、他の全ての選択

式回答を説明変数とする決定木分析を行
い、図２0 の分類木を生成。

・居住地が松戸以外の群では「はじめて」
の割合が顕著に大きい（表 11・図２1）。

・居住地と来館回数との間には統計的に有
意な相関関係が認められる 4）。

居住地が「松戸市内」以外である

年齢が20代、30代、
40代、50代、60代、
70代のいずれかであ
る

中世展示の満足度が「満足」、
「やや満足」、「やや不満」、
「不満」のいずれかである

職業が小学生、大学生
、会社員、教員以外の
公務員、自営業のいず
れかである

年齢が10代、20
代、60代、70代
のいずれかである

はじめて
.66  .10  .14  .10

100%

はじめて
.80  .07  .08  .05

59%

はじめて
.84  .07  .04  .05

55%

3-5回目
.40  .00  .60  .00

5%

はじめて
.44  .14  .24  .18

41%

はじめて
.51  .14  .19  .16

35%

はじめて
.62  .10  .17  .12

25%

6回以上
.24  .24  .24  .29

10%

はじめて
.38  .23  .00  .38

6%

3-5回目
.00  .25  .62  .13

4%

3-5回目
.00  .18  .55  .27

5%

yes no

はじめて
2回目
3-5回目
6回以上

図 20　来館回数を目的変数とする分類木　

明るさに対する認識（人 )

居住地 はじめて 2 回目 3-5 回目 6 回以上 総計

松戸市内 37 12 20 15 84

松戸以外の千葉県 58 8 7 3 76

埼玉県 12 0 2 0 14

東京都 21 0 1 3 25

その他 5 0 0 0 5

無回答 3 0 0 0 3

総計 136 20 30 21 207

表 11　来館回数と居住地のクロス集計表

はじめて 2回目 3-5回目 6回以上

回答者数 (人 )

松戸市内

松戸以外
の千葉県

埼玉県

東京都

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=207

37 12 20 15

58 8 7 3

12 2

21 1 3

5

3

図 21　居住地ごとの来館回数
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・「松戸市内」以外の群では、一部の年齢
層で「3-5 回」来館している割合が大きい。
ただしデータは少ない。

→年齢と相関する可能性はあるか？
→クロス集計すると、20 〜 70 代では年

齢が上がるほど「はじめて」の来館者が
減少する傾向（表１2・図２2）。統計的
に有意な相関関係とはみなせない 5）。

獅子舞シアターの利用率
・獅子舞シアターは最も利用率の低い展示

である（表 4）。なぜか？
・仮説：一定の時間を要する映像展示であ

るため、時間に余裕のある場合にしか利
用されない。

→利用時間と相関するのでは？（表 13）
→利用時間が長いほど獅子舞シアター利用

率が高い傾向。ただし統計的に有意な相
関関係とはみなせない 6）。

・他の変数と相関する可能性を探るため、
獅子舞シアター利用の有無を目的変数、
他の全ての選択式回答を説明変数とする
決定木分析を行い、図 23 の分類木を生
成。

→二十世紀梨の展示を利用していない群で
は高頻度で獅子舞シアターを利用してい
ない（表 14）。統計的に有意差あり。

→さらに、2 つの展示に近接する虚無僧の
展示の利用とクロス集計すると、統計的
に有意な相関関係が認められる（表 15）。

明るさに対する認識（人 )

年齢 はじめて 2 回目 3-5 回目 6 回以上 総計

0-9 0 0 1 0 1

10-19 7 1 6 4 18

20-29 32 3 1 2 38

30-39 39 4 8 5 56

40-49 33 6 9 3 51

50-59 16 3 2 2 23

60-69 5 2 0 2 9

70-79 4 1 2 2 9

80- 0 0 1 1 2

総計 136 20 30 21 207

表 12　来館回数と年齢のクロス集計表

はじめて 2回目 3～5回目 6回以上

1

7

32

34

33

16

5

4

6

3

4

6

3

2

2

1

4

2

5

3

2

1

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0~9

10~19

20~29

30~39

40~49

50~59

60~69

70~79

80~

回答者数(人)

1 2

2

9

8

1

1

図 22　年齢層ごとの来館回数

三匹獅子舞の利用（人 )

利用時間 見ていない 見た 総計 利用率 (%)

15 分以下 5 7 12 58.3 

15-30 分 40 23 63 36.5 

30-45 分 31 30 61 49.2 

45-50 分 8 15 23 65.2 

60 分以上 19 29 48 60.4 

総計 103 104 207 88.9 

表 13　獅子舞シアター利用の有無と利用時間とのクロ
ス集計表
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6. 分析結果⑤：自由記述式回答の
分析

印象に残った展示物や展示テーマ
・テキスト分析にはユーザーローカル社

AI テキストマイニング 7）を使用。
・設問 24 の全回答を形態素解析し、出現

頻度に基づいてワードクラウドを生成
（図 24）。

※出現頻度は単語の重要度により補正 8）。
・出現頻度の高い名詞：常盤平団地、団地、

虚無僧、展示、小金城
・出現頻度の高い形容詞：解りにくい、興

味深い、懐かしい、細かい、面白い

・特徴的な単語について係り受け解析
・「虚無僧」に係る単語：珍しい、知る

三匹獅子舞の利用（人 )

二十世紀梨 見ていない 見た 総計 利用率 (%)

見ていない 57 9 66 13.6 

見た 46 95 141 67.4 

総計 103 104 207 50.2 

表 14　獅子舞シアターと二十世紀梨展示利用の有無の
クロス集計表

三匹獅子舞の利用（人 )

虚無僧 見ていない 見た 総計 利用率 (%)

見ていない 45 12 57 21.1 

見た 58 92 150 61.3 

総計 103 104 207 50.2 

表 15　獅子舞シアターと虚無僧展示利用の有無のクロ
ス集計表

二十世紀梨を
見ていない

年齢が20-29歳、60-69歳、
80歳以上のいずれかである

徒歩で来館

同行者の人数が
0人または4人

解説の難易度について「簡単」
または「ちょうどよい」と回答

職業が小学生, 大学生, 会社員, 
自営業のいずれか

古墳展示の満足度が
「満足」または「やや不満」

利用時間が「15-30分」
または「30-45分」

見た
0.50
100%

見ていない
0.14
32%

見た
0.67
68%

見ていない
0.50
16%

見ていない
0.11
4%

見た
0.64
12%

見ていない
0.25
4%

見た
0.82
8%

見た
0.73
52%

見た
0.66
37%

見た
0.56
24%

見ていない
0.39
11%

見ていない
0.21
7%

見た
0.67
4%

見た
0.70
13%

見た
0.85
13%

見た
0.90
15%

yes no
ノード内で優勢な選択肢
ノード内の「見た」の割合
全体に対するノードの割合

凡例

ノードの色は優勢な選択肢
を示す。濃い色ほど優勢
見た
見ていない

図 23　獅子舞シアター利用の有無を目的変数とする分類木　
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虚無僧…はじめて知った
虚無僧について自分が知らなかったの
で印象に残っています。
虚無僧の展示は、興味深く関係する物
語などがあれば読んでみたい。
虚無僧　珍しい

・「小金城」に係る単語：こりる（？）

小金城趾詳しく印象のこりました
小金城関係の遺物
松戸の歴史が具体的に知ることができ
楽しかった。特に、高城氏の小金城など。

・「解りにくい」が係る単語：ジオラマ

ジオラマが少々解りにくい

・自由記述式では選択式回答の分析であま
り目立たないトピックについても一定数
言及されている。

困ったこと、わからなかったこと
・設問 25の全回答を形態素解析し、出現頻

度に基づいてワードクラウドを生成（図25）。
・出現頻度の高い名詞：虚無僧、馬具、松

戸市内、松戸宿、常盤平団地
・出現頻度の高い形容詞：わかりにくい、

読みづらい、わかりづらい、わかりやす
い、見づらい

・「虚無僧」に係る単語：隠す、わかる、
映像

虚無僧について、なぜ顔を隠している
のか、気になりました
虚無僧の映像が出なかった
虚無僧はなぜ頭にかぶっているのかわ
からなかった。

・「馬具」に係る単語：使い方

馬具の使い方が分からなかった（2 件）

図 24　印象に残った展示についての自由記述式回答から生成したワードクラウド　
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・「松戸宿」に係る単語：示す

江戸の頃の松戸宿で、どんな商いをし
ていたか色分けし地図に示したものが
ありました。どの家屋がどの店なのか
分からず、今の街並みと比較したかっ
たので残念でした。

・「わかりにくい」および類義語が係る単語：
場所、展示物、出口、区切り、併記、時
代

時代の区切りがわかりやすかったらよ
かった
読み仮名があると、小学生の子にもわ
かりやすいと思います
市内の該当箇所関連の現代地図を横に
併記してくれるとわかりやすくて助かる
時代がわかりにくい　読んで初めては
かる

団地の展示物は、触ってもいいのか、
いけないのか、わかりにくかったです。
常盤平団地の出口がわかりづらかった。

・「読みづらい」、「見づらい」を含むテキ
スト

ガラスに影が映って字が見づらい
旧石器時代あたりの文字が照明で影に
なって、二重に見えて読みづらかった

図 25　展示の問題点についての自由記述式回答から生成したワードクラウド　
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意見・感想・要望
・設問 26 の全回答を形態素解析し、ワー

ドクラウドを生成（図 26）。
・出現頻度の高い名詞：展示、松戸市、常

盤平団地、三匹獅子舞、竪穴、根木内城
・出現頻度の高い形容詞：分かりにくい、

来づらい、持ちやすい、きやすい、小難
しい

・「三匹獅子舞」に係る単語：喜ぶ

三匹獅子舞は子供たちがとっても面白
いとよろこんでいます。
虚無僧と梨、三匹獅子舞の所が一度観
たらもういいかな…となっています
三匹獅子舞、知らないことばかりでお
もしろかった。

・「根木内城」に係る単語：ほしい

企画展の根木内城・小金城を常設展示
にしてほしい ( 障子堀とうね堀 )

・「分かりにくい」が係る単語：映像、順路、

団地への行き方が分かりにくく、見逃
すところでした。
映像展示が少し古くて分かりにくかった
順路が少々分かりにくいです。

図 26　意見・感想・要望についての自由記述式回答から生成したワードクラウド　
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7. 分析結果のまとめ

利用者像
・２0 代〜 40 代が主体。
・３0 代〜 40 代では少なくとも半数が親

子連れ。
・松戸市内および近隣市町村からの来館が

8 割弱を占める。

強み
・近現代展示（常盤平団地）は人気が高い。

ただし高齢者層の利用は相対的に低調。
・隣接する公園からの流入（特に親子連れ

グループ）が一定数見込める。
・3 分の 1 がリピーター化し、周期的に利

用している可能性。
・定量的には評価しにくいが関心を集める

展示の存在（小金城、虚無僧など）。

課題
・３分の 1 の利用者は展示室が暗いと感

じ、解説がわかりにくいと感じる傾向が
強い。これは、満足度に影響。

・一定数の利用者は主題展示室の一部ない
し全部をみていない。配置の問題か。

・特に獅子舞シアターは利用されていない。
時間を要することも一因か。

・一部展示は説明が不十分。

８. 基本構想・基本計画策定におけ
る調査結果の活用

エリア戦略
・現在推進している施設間連携の意義を追
認。

・施設間でデータを共有し、相互にメリッ
トのある連携体制構築の一助とする。

ターゲット戦略
・現行案では親子連れを念頭に「家族で楽

しめ集える博物館」という事業目標を掲
げている。

・確かに親子連れグループは一定の割合を
占めており、現行戦略の妥当性が確認さ
れた。

・一方で、多様な構成のグループが観察さ
れ、家族のあり方もまた、多様であった。

・これら利用者の多様性に留意したター
ゲット戦略の重要性を指摘できる。

展示戦略：強みを活かす
・人気のある展示、関心を集める展示を把

握することで、リニューアル時に展示内
容を選択する手がかりとする。

・一定数のリピーターを獲得している。検
討中の「可変的な展示」のように、リピー
ターにとってこそ価値のある展示を用意
することは合理的。

展示戦略：強みを活かす
・一部の展示が利用されにくい実態。展示

の内容よりむしろデザイン（配置、所要
時間など）に起因する可能性。

・「暗い」を解消するためには単純に明る
くすれば良いのではなく、「わかりやす
い」をめざすべきである。
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註
1）本発表で 2 変数間に「有意な相関関係がある」という場合、

ピアソンのカイ二乗検定により判断している。有意水準は
0.05 とする。検定の対象となる行列がカイ二乗検定に不適な
期待度数を含む場合は (2,2) 型の行列に換算した上でフィッ
シャーの正確確率検定により代用する。

2）本発表の決定木分析では統計ソフト R において、CART アル
ゴリズムによる分析パッケージである rpart を使用した。

3）表 8 はカイ二乗検定に不適な期待度数を含むので、わかりや
すさについての認識を「わかりにくい／ややわかりにくい」
とそれ以外、明るさについての認識を「暗い」とそれ以外と
に区分して再集計した行列でフィッシャーの正確確率検定を
行ったところ、p 値は有意水準以下となった。

4）表 9 にはカイ二乗検定に不適な期待度数が含まれるため、居
住地の回答を「松戸市内」とそれ以外とに区分して再集計し
た行列でカイ二乗検定を行ったところ、p 値は有意水準以下
となった。

5）表 10 の行列でカイ二乗検定を行うと p 値は有意水準以下とな
るが、不適な期待度数が含まれるため不正確な可能性がある。

6）表 11 の行列でカイ二乗検定を行うと p 値は 0.05755 で有意
水準をわずかに上回る。

7）https://textmining.userlocal.jp/　2021 年 10 月 20 日アクセ
ス

8）純粋な出現頻度を比較すると、どのテキストでも出現する単
語が高くなる。例えば「思う」「言う」など。そのため、TF-
IDF 法という統計処理で普遍的な単語の重み付けを軽くし、
テキストを特徴づける単語が相対的に上位になるよう補正し

ている。 
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